
公募圏域の考え方（小規模多機能型居宅介護・複合型サービス） 資料４
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おおの地域包括支援センター
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小規模多機能型居宅介護事業所「なみうち」

　サービス提供区域の推計高齢者数　１９，４４１人
（メインとする3・4・10圏域の合計）

【圏域設定の視点】

　１．小規模多機能型居宅介護及び複合型サービスについ
　　　ては、機能が極めて類似していることから、公募す
　　　る圏域の設定については一体的に考慮する。
　２．地域包括ケアの基幹となるサービスでもあることか
　　　ら、市内各圏域の網羅性に配慮するとともに、現在
　　　の利用実態を踏まえ、継続的なサービスが提供でき
　　　るような圏域設定を考える。

【圏域設定の考え方】
　・現在、市内にある小規模多機能型居宅介護事業所は、
　　10圏域にある「なみうち」1箇所であり、当該事業所
　　では、市内中央部から東部地域（３・10圏域の全部
　　と４・５・６・７圏域の一部）をサービス提供地域
　　とし、登録定員25名を確保しながら、一日の15名の
　　利用定員を充足している状況にある。
　・こうした既設事業所の運営実態を踏まえると、一つ
　　の生活圏域だけでは施設運営に必要な定員の確保が
　　難しいものと推測され、「なみうち」でのサービス
　　提供地域の高齢者人口が19,000人となっていること
　　から、当面はこうした規模の圏域に１事業所を整備
　　することで、適正で持続的なサービスの提供につな
　　げていく必要がある。
　・５期計画の終期である平成26年度には市内の高齢者
　　人口が78,000人になるものと推計されており、適正
　　規模とする19,000人で除すと、平成26年度までに４
　　施設が必要となる。このため、市内エリアを19,000
　　人程度の４ブロックにわけ、平成26年度までに各ブ
　　ロックに１施設を整備することを基本とする。
　・この中で、複合型サービスについては、小規模多機
　　能型居宅介護に訪問看護の機能が付加されるもので
　　あり、各ブロックからの訪問看護要請への対応にも
　　配慮すると、各ブロックにアクセスしやすい中南部
　　ブロックに複合サービスを整備するものとする。
　・小規模多機能型居宅介護については、東部ブロック
　　では、既存事業所の「なみうち」がサービスを提供
　　し、残る北西部ブロック、南西部ブロックに、それ
　　ぞれ１事業所ずつ整備するものとする。この際、当
　　該サービスの利用者には認知症高齢者が多いことか
　　ら、認知症高齢者の割合の高い南西部ブロックを平
　　成24年度の募集圏域とし、北西部を平成25年度の募
　　集とする。

公募における圏域設定の考え方
（平成24年度第1回運営審議会で確認済み）
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公募圏域の考え方（地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護「ミニ特養」）
資料４
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「ミニ特養」が整備済み及び昨年度の
公募により決定済みとなっている

１・２・６・７圏域

【圏域設定の視点】

　地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（ミニ特養）
　は、市内の特別養護老人ホーム等の入所系施設における
　待機者解消を主目的として整備するものであることから、
　応募しやすい圏域設定とする。

【圏域設定の考え方】

　・ミニ特養は、地域密着型サービスではあるものの、入
　　所施設ということから、通所施設に比べ、地域密着度
　　に関する要請は低いものと考えられる。

　・また、過去の募集では、平成21年度に、特別養護老人
　　ホームのない圏域（１・３・４・７・10）での公募を
　　行ったが、応募がなく、平成22年度に市内全域で公募
　　し整備した経緯がある。

　・こうしたことから、待機者解消を図る観点から、早期
　　整備に向けて、できるだけ広い圏域から公募すること
　　とする。但し、既にミニ特養が整備された１・２・７
　　圏域及び昨年度の公募により決定済みの６圏域は除外
　　するものとする。

公募における圏域設定の考え方
（平成24年度第1回運営審議会で確認済み）
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